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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間（平成27年４～12月）におけるわが国の経済を振り返りますと、家計部門で

は、雇用所得環境の改善が下支えして個人消費が回復しましたが、その勢いは緩慢なものでした。企業部

門でも、平成26年４月の消費税率引き上げ後に積み上がった在庫を調整するため、生産活動が弱い動きと

なりました。また、輸出も中国や新興国での経済成長減速が影響して減少傾向がみられ、総じて景気は回

復の勢いを欠く状況となりました。 

当行の主な営業地盤であります三重・愛知両県下においても、輸出は、中国などアジア向けの減少を受

けて弱い動きとなりました。一方、自動車の在庫調整が一巡しつつあるなか、生産活動が緩やかに回復し

たほか、良好な雇用所得環境の下で個人消費も持ち直しつつあり、総じて景気は着実に回復しました。 

このような環境のもと、当行は平成 27 年４月よりスタートした中期経営計画「成長～地域とともに～」

を遂行し、持続的な成長に不可欠な間口の拡大を図りながら、トップライン収益の増強を図りました。 

当第３四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、経常収益は、貸出金利息収入や有価証券の

売却益が減少したことなどから、前年同四半期比 4億 57 百万円減少し 247 億 35 百万円となりました。一

方、経常費用は、営業経費や貸倒引当金繰入額が減少したことなどから、前年同四半期比 6 億 85 百万円

減少し 204 億 43 百万円となりました。この結果、経常利益は、前年同四半期比 2億 29 百万円増加し 42 億

92 百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期に計上した負ののれん発生益がなくな

ったことにより、同 6億 84 百万円減少し 27 億 41 百万円となりました。 
 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

貸出金は、地元事業性貸出金並びに住宅ローンの増強に努めましたものの、前年度末比65億円減少し

１兆3,174億円となりました。 

預金は、引き続き取引間口の拡大に努めましたことにより個人預金は増加したものの、法人等からの預

金が減少したことにより、預金と譲渡性預金を合わせた残高は前年度末比126億円減少し１兆6,793億円と

なりました。 

有価証券は、市場動向を注視しつつ機動的な運用に努めました結果、前年度末比77億円増加し4,597億

円となりました。 

また、資産は、貸出金の減少を主因に、前年度末比 96 億円減少し１兆 9,064 億円、負債は、預金の減

少を主因に、同 121 億円減少し１兆 7,858 億円となりました。純資産は、利益剰余金が増加したことなど

から、前年度末比 24 億円増加し 1,205 億円となりました。 
 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成28年３月期の連結業績予想につきましては、平成27年11月12日に公表した数値に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
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(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下、「企業結合会計基準」

という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下、「連

結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。

以下、「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続してい

る場合の子会社に対する当行の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用

を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間

の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを

企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加え

て、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連

結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58-2項（4）、連結会計基準第44-5項（4）

及び事業分離等会計基準第57-4項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間

の期首時点から将来にわたって適用しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は145百万円減少しております。ま

た、当第３四半期連結会計期間末の資本剰余金が 145百万円増加しております。 



３．四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表
    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

現金預け金 83,845 79,247 

コールローン及び買入手形 6,766 2,065 

買入金銭債権 2,612 62 

商品有価証券 38 53 

有価証券 451,980 459,734 

貸出金 1,324,067 1,317,488 

外国為替 2,331 2,509 

リース債権及びリース投資資産 7,154 6,919 

その他資産 13,882 14,956 

有形固定資産 11,281 11,188 

無形固定資産 1,924 1,745 

退職給付に係る資産 5,712 6,165 

繰延税金資産 385 307 

支払承諾見返 10,703 10,013 

貸倒引当金 △6,551 △5,997 

資産の部合計 1,916,135 1,906,459 

負債の部    

預金 1,604,383 1,586,375 

譲渡性預金 87,600 93,000 

借用金 68,177 67,214 

外国為替 0 7 

その他負債 16,767 18,600 

賞与引当金 608 － 

退職給付に係る負債 178 185 

執行役員退職慰労引当金 56 68 

睡眠預金払戻損失引当金 148 133 

繰延税金負債 9,376 10,295 

支払承諾 10,703 10,013 

負債の部合計 1,797,999 1,785,894 

純資産の部    

資本金 15,295 15,295 

資本剰余金 11,144 11,289 

利益剰余金 67,581 69,313 

自己株式 △49 △55 

株主資本合計 93,971 95,842 

その他有価証券評価差額金 23,234 23,682 

繰延ヘッジ損益 △1,471 △1,174 

退職給付に係る調整累計額 1,203 1,138 

その他の包括利益累計額合計 22,966 23,646 

非支配株主持分 1,198 1,075 

純資産の部合計 118,136 120,564 

負債及び純資産の部合計 1,916,135 1,906,459 
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

経常収益 25,192 24,735 

資金運用収益 14,845 14,217 

（うち貸出金利息） 11,815 11,247 

（うち有価証券利息配当金） 2,939 2,875 

役務取引等収益 4,625 4,532 

その他業務収益 1,186 849 

その他経常収益 4,534 5,135 

経常費用 21,128 20,443 

資金調達費用 1,906 1,806 

（うち預金利息） 948 951 

役務取引等費用 1,241 1,311 

その他業務費用 62 119 

営業経費 14,885 14,314 

その他経常費用 3,032 2,891 

経常利益 4,063 4,292 

特別利益 842 0 

固定資産処分益 85 0 

負ののれん発生益 756 － 

特別損失 80 57 

固定資産処分損 18 9 

減損損失 62 47 

税金等調整前四半期純利益 4,824 4,235 

法人税、住民税及び事業税 815 824 

法人税等調整額 549 654 

法人税等合計 1,365 1,479 

四半期純利益 3,459 2,756 

非支配株主に帰属する四半期純利益 34 15 

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,425 2,741 

 

㈱三重銀行（8374）平成28年３月期 第３四半期決算短信

― 5 ―



四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

    (単位：百万円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 3,459 2,756 

その他の包括利益 7,149 689 

その他有価証券評価差額金 6,924 457 

繰延ヘッジ損益 253 296 

退職給付に係る調整額 △28 △65 

四半期包括利益 10,609 3,446 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 10,566 3,421 

非支配株主に係る四半期包括利益 42 24 
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(3) 継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。

 

(5) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（企業結合等関係）

共通支配下の取引等

当行による連結子会社株式の追加取得

１．取引の概要

(1) 結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合当事企業の名称 事業の内容

三重銀信用保証株式会社 信用保証業

三重銀総合リース株式会社 リース業

 

(2) 企業結合日

結合当事企業の名称 企業結合日

三重銀信用保証株式会社 平成27年６月17日

三重銀総合リース株式会社 平成27年６月26日

 

(3) 企業結合の法的形式

 連結子会社からの株式買取

 

(4) 結合後企業の名称

 名称に変更はありません。

 

(5) その他取引の概要に関する事項

 資本構成見直しによるグループ経営のガバナンスの強化を目的として、連結子会社が保有する株式を買取した

ものであります。

 

２．実施した会計処理の概要

 「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号平成25年９月13日)及び「企業結合会計基準及び事業分離等

会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号平成25年９月13日)に基づき、共通支配下の取引等とし

て処理しております。

 

３．連結子会社株式の追加取得に関する事項

 取得原価及びその内訳

 当行の取得原価は普通株式の取得価額480百万円でありますが、連結会社相互間の取引であり、全額を相殺消去

しております。
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４．四半期決算補足説明資料

（1）平成28年３月期第３四半期の業績【単体】

(単位：百万円)

平成28年３月期 平成27年３月期

第３四半期 第３四半期

（９ヶ月間） （９ヶ月間）

　15,928 △ 1,261 17,189

( 　 15,704 ) ( △ 886 ) ( 　 16,590 )

　 12,421 △ 726 　 13,147

　 2,777 △ 141 　 2,918

　 729 △ 393 　 1,122

　 223 △ 375 　 598

　 13,406 △ 607 　 14,013

　 7,389 △ 1 　 7,390

　 5,395 △ 641 　 6,036

　 620 　 34 　 586

(注)２ 　 2,522 △ 653 　 3,175

(注)３ 　 2,298 △ 278 　 2,576

　 ― 　 429 △ 429

　 2,522 △ 1,082 　 3,604

( 　 2,298 ) ( △ 708 ) ( 　 3,006 )

　 1,310 　 950 　 360

　 250 △ 34 　 284

　 0 △ 514 　 514

　 0 　 0 　 0

　 ― △ 511 　 511

　 ― △ 2 　 2

　 273 　 273 ―

　 26 　 24 　 2

　 760 　 172 　 588

　 3,832 △ 133 　 3,965

△ 56 △ 61 　 5

△ 9 △ 76 　 67

　 47 △ 15 　 62

　 3,776 △ 195 　 3,971

　 604 　 53 　 551

　 587 △ 20 　 607

　 1,191 　 32 　 1,159

　 2,584 △ 228 　 2,812

△ 300 △ 383 　 83

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　　　２．実質業務純益＝業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

　　　３．コア業務純益＝実質業務純益－債券関係損益

　　　４．平成28年３月期第３四半期は貸倒引当金の取崩額が繰入額を上回るため、貸倒引当金戻入益を臨時損益に

　　　　　計上しております。

業 務 粗 利 益

前年同期比

( 除 く 債 券 関 係 損 益 )

資 金 利 益

債 券 関 係 損 益

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 )

人 件 費

物 件 費

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ③

業 務 純 益

( 除 く 債 券 関 係 損 益 )

臨 時 損 益

株 式 等 関 係 損 益

税 金

実 質 業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ①

信 用 コ ス ト （ ① ＋ ② － ③ － ④ ）

税 引 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

四 半 期 純 利 益

債 権 売 却 損 等

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益

減 損 損 失

法 人 税 等 合 計

特 別 損 益

固 定 資 産 処 分 損 益

不 良 債 権 処 理 額 ②

貸 出 金 償 却

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

償 却 債 権 取 立 益 ④

第３四半期までの実質業務純益は2,522百万円、コア業務純益は2,298百万円となりました。
また、経常利益は3,832百万円、四半期純利益は2,584百万円となりました。

－ 8 －
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（2）リスク管理債権の状況
　部分直接償却未実施
【単体】 (単位：億円)

平成26年12月末比 平成27年３月末比

破 綻 先 債 権 額 7 　 0 　 3 7 4

延 滞 債 権 額 230 △ 24 △ 24 254 254

３ヶ月以上延滞債権額 ― 　 ― 　 ― ― ― 

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 13 　 7 　 1 6 12

合　　　　　  計  (Ａ) 251 △ 17 △ 20 268 271

貸出金残高（末残）(Ｂ) 13,197 　 232 △ 66 12,965 13,263

貸出金残高比(Ａ)／(Ｂ) 1.90% △ 0.17% △ 0.15% 2.07% 2.05%

【連結】 (単位：億円)

平成26年12月末比 平成27年３月末比

破 綻 先 債 権 額 7 　 0 　 3 7 4

延 滞 債 権 額 236 △ 24 △ 24 260 260

３ヶ月以上延滞債権額 ― ― ― ― ― 

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 13 　 7 　 1 6 12

合　　　  　　計  (Ｃ) 257 △ 17 △ 20 274 277

貸出金残高（末残）(Ｄ) 13,174 　 235 △ 66 12,939 13,240

貸出金残高比(Ｃ)／(Ｄ) 1.96% △ 0.16% △ 0.14% 2.12% 2.10%

（3）金融再生法開示債権
【単体】 (単位：億円)

平成26年12月末比 平成27年３月末比

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権 50 △ 4 　 3 54 47

危 険 債 権 189 △ 21 △ 24 210 213

要 管 理 債 権 13 　 6 　 0 7 13

合 計 (Ｅ) 252 △ 19 △ 21 271 273

正 常 債 権 13,312 　 197 △ 80 13,115 13,392

総 与 信 残 高 (Ｆ ) 13,564 　 178 △ 101 13,386 13,665

総与信残高比(Ｅ)／(Ｆ) 1.86% △ 0.16% △ 0.14% 2.02% 2.00%

（注）記載金額は億円未満を四捨五入して表示しております。

【連結】 (単位：億円)

平成26年12月末比 平成27年３月末比

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権 57 △ 2 　 4 59 53

危 険 債 権 189 △ 21 △ 25 210 214

要 管 理 債 権 13 　 6 　 0 7 13

合 計 (Ｇ) 259 △ 17 △ 20 276 279

正 常 債 権 13,283 　 199 △ 80 13,084 13,363

総 与 信 残 高 (Ｈ ) 13,542 　 181 △ 100 13,361 13,642

総与信残高比(Ｇ)／(Ｈ) 1.91% △ 0.16% △ 0.13% 2.07% 2.04%

（注）記載金額は億円未満を四捨五入して表示しております。

平成27年３月末

平成27年12月末 平成26年12月末 平成27年３月末

平成27年12月末 平成26年12月末 平成27年３月末

平成27年12月末 平成26年12月末 平成27年３月末

平成27年12月末 平成26年12月末
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（4）自己資本比率（国内基準）【単体】【連結】

（5）時価のある有価証券の評価差額【連結】
(単位：億円)

平成27年12月末 平成26年12月末 平成27年３月末

時 価 　評価差額 時 価 　評価差額 時 価 　評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

353 6 6 4,457 339 6

262 0 1 479 255 1

31 0 0 2,815 25 1

59 5 3 1,162 58 3

（注）１．「評価差額」及び「含み損益」は、帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上して
　  　　　おります。
      ２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

(単位：億円)

平成27年12月末 平成26年12月末 平成27年３月末

帳簿価額 　含み損益 帳簿価額 　含み損益 帳簿価額 　含み損益

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

3 ― ― 50 3 ―

（6）預金等・貸出金の残高【単体】

（7）個人預かり資産の残高【単体】

3 50 3

3003464,534

36

60

432

56

以　　上

3

479

2,803 2631 2,855 35

53 62その他 1,251

50

その他有価証券

満期保有目的の
債券

債　券

1,098

262株　式

3

4,386 346

256

306

209208

(単位：億円)

平成26年12月末比 平成27年３月末比

　 △

　 △

うち消費者ローン 　 　

（注）預金等には譲渡性預金を含んでおります。

16,867

13,197

4,258

預 金 等（末 残）

平成27年12月末

貸 出 金（末 残）

平成26年12月末 平成27年３月末

16,992

13,263

4,173

16,767

12,965

4,082

100

232

176

125

66

85

(単位：億円)

平成26年12月末比 平成27年３月末比

　 　

 個人預金 　 　

 投資信託 △ △

 保険 　 　

 公共債 △ △

11,102

個人預かり資産(末残) 14,528

平成27年12月末

82

14,251

10,918

940

2,309

平成26年12月末 平成27年３月末

863

2,496

67

14,229

10,993

927

2,219

89

299

109

64

277

22

277

184

77

187

15

(単位：億円) (単位：億円)

9.02 % 9.29 % 9.05 % 9.31 %

993 1,035 975 1,016

11,016 11,140 10,778 10,907

(注)２ 440 445 431 436

(注) １．上記の自己資本比率（国内基準）は、「銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産
       　等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示
       　第19号）」に基づき算出しております。
　　 ２．総所要自己資本額は、リスク･アセット等の額に４%を乗じた額であります。

自 己 資 本 比 率

自 己 資 本 の 額

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等 の 額

総 所 要 自 己 資 本 額

平成27年12月末 平成27年3月末

単  体 連  結 単  体 連  結
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